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●第１５回ふるさと商工祭
　コミュニティセンター前

　１１月２日（水）

　午前１０時～午後７時

●御堂・萩平地区　八幡山神社
　【獅子舞】　１１月３日（祝・木）

　午前１１時～午後２時

　（祭典：１２時３０分～）

�※笠鉾は行いません。

●坂本地区　坂本八幡大神社
　【神代里神楽】　１１月３日（祝・木）

　午前１０時～午後４時

　（祭典：午前１１時～正午）

村内各地で秋の
お祭りを
開催します

●皆谷

　・朝日根地区　
　朝日根八幡神社

　【獅子舞】　１１月３日（祝・木）　

　午前８時～午後３時３０分

　（祭典：午前９時～、白刀：午後２時）

●大内沢地区　
　大内沢浅間神社
　【獅子舞】　１１月６日（日）　

　午前１０時３０分～午後４時

　（祭典：午前９時～）

　時間等、変更になる場合があります。

詳しくはお問合せください。

問合せ　産業建設課　８２－１２２３
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～ 今月の
　おすすめ本～

《死んで
　　いない者》
第154回芥川賞受賞作

【内容紹介】
　秋のある日、大往生を遂げた男の
通夜に親類たちが集った。子ども、
孫、ひ孫たち30人あまり。
　一人ひとりが死に思いをめぐらせ、
互いを思い、家族の記憶が広がって
ゆく。生の断片が重なり合って永遠
の時間が立ち上がる奇跡の一夜。
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